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研究成果の概要（和文）：『日本書紀』にはじまる六国史が編纂された時代（８世紀～９世紀）、日本で漢字を
用いた表現活動が、どのように展開したか、総合的に把握しようとする研究。本研究で得られた主な成果は、以
下のとおりである。
（１）『早稲田大学日本古典籍研究所年報』を期間中毎年１号ずつ刊行した。誌上において、８世紀～９世紀に
渤海国との外交に際して取り交わされた外交文書の注釈、８世紀に成立した現存最古の日本漢詩集『懐風藻』の
注釈の一部、関係者による論文を掲載した。（２）『日本詩紀』『古京遺文』『寧楽遺文』等の電子データ化を
行った。（３）研究代表者・分担研究者は、様々な媒体を通じて論文の公表、研究発表や講演等の口頭報告を行
った。

研究成果の概要（英文）：It is the study to try to understand comprehensively how expression’s 
activities using Chinese characters developed in Japan in the period while Rikkokushi (the six 
national histories) starting from Chronicles of Japan were compiled, in the 8th and 9th centuries. 
The main results from this study are as follows.  
(1) We have published the annual reports of Research institute of Japanese classical books, Waseda 
University. We have carried the annotations on diplomatic documents exchanged with Bo Hai in the 8th
 and 9th centuries, and part of the annotations on Kaifuso, the existing and the oldest anthology of
 Chinese-style poetry in Japan compiled in the 8th century, and some papers by the related scholars 
or students, on the reports. (2) We have made the electronic databases of Nihon-shiki, Kokyo-Ibun, 
and Nara-Ibun, etc. (3) Our delegate and members have made public papers through several academic 
journals, and given oral reports, that is, publications of research findings , etc.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
８世紀・９世紀の日本漢詩文に関する詳細な注釈的成果や、専門的な論文成果の積極的な公表によって、その理
解を深化させることができた。また、『日本詩紀』等の基礎文献の電子化によって、研究者をはじめ８世紀・９
世紀の日本漢詩文に関心を有する方面に、大きな便宜を提供することが可能となった。以上の成果を通じて、今
後、この分野の研究の進展に寄与することができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

8 世紀から 9 世紀にかけて、日本におけるあらゆる記録は、漢字を用いて成された。この時
期の「日本文学」研究や一般の関心の対象というと、『万葉集』『古事記』勅撰三集などが主な
ものだが、これらももちろん、すべてが漢字で表記されている。しかし、この時期のテキスト
は、いわゆる文学作品に限定されるものではなく、むしろ行政文書や仏教教学に関係するもの
の方が、割合的には圧倒的に多くを占めていた。しかし、とかく日本「文学」研究の対象とな
ると、その圧倒的な割合を占めるテキスト群は、一部の「文学作品」の理解に資するための従
属的な扱いしか与えられていないのが、一般的な現状である。文学研究が作品中心的な傾向を
有する限り、それは致し方ないことではある。しかし、この時期の人びとが、どのような背景
や環境のもとで、どのように文字を駆使しつつ様々な表現を織り成していたかを考えようとす
るとき、大量の漢字テキストを総体的に俯瞰してみる視点が必要である。 
研究代表者は上記のごとき問題意識のもとに、平成 21 年～23 年の「平安時代初期の文筆活

動と国際交流の基礎研究」（以下、研究Ａとする）、続く平成 24 年～26 年の「8 世紀日本の文
筆活動」（以下、研究Ｂとする）と、科研費による研究を続けてきた。両研究の題目に用いてい
る「文筆」という語は、従来の「文学」研究とは異なる、漢字テキストの総体を志向する術語
として用いている。そして研究Ａ・Ｂの推進をとおして、この問題意識による研究の深化の必
要性をいよいよ確信するに至った。研究Ａでは、9 世紀の国際交流に際して成った詩文を主な
対象とし、研究Ｂでは、8 世紀の漢詩文を主な対象としている。両研究によって、2 世紀 200
年間の文筆を検討するにあたっての、いくつかの注目点が見えてきた。しかし両研究では、8
世紀の後半から 9 世紀の前半にかけての文筆について、まだ充分な検討を加えるに至っていな
い。その未着手の期間の文筆の分析にも取り掛かりつつ、これまでの蓄積をも踏まえて、8 世
紀から 9 世紀の間の日本の文筆の流れを、総合的に見渡してみようというところに思い至った
のが、本研究である。200 年という期間と、いわゆる文学に限定されない広範なテキストを対
象とすることゆえ、個人の考察では覆いきれないものがあり、関心を共有する文学・歴史・思
想史の専門家の協力も仰いだ共同研究によって、研究を展開した。この 200 年間の文筆をもっ
ともよく象徴するのは、『日本書紀』（720 年成立）から『三代実録』（901 年成立）に至る六国
史だといえよう。その時どきの意匠を凝らした行政文書の数々が網羅的に掲載され、文化動向
を知るうえでももっとも重要な史料である。そのような認識によって、この約 200 年間を「六
国史時代」と呼んでみた。 
漢詩漢文の表現分析においては、典拠や用例を探し出すことが重要な作業となる。この点に

おいては、近年、漢籍（中国で成立した古典籍）の本文の電子検索の環境が、極めて充実して
きている。「四庫全書」や「中国基本古籍庫」といった膨大な電子データベース（ＤＢ）が整っ
たことで、かつては研究者が生涯をかけて行ってきた用例探しが、瞬く間に可能となった。本
研究でも、それらの恩恵を多大に被ることとなる。一方で、日本で成立した漢詩文の総合的な
電子ＤＢの整備は、遅々としたペースでしか進行していないのが実状である。日本の文筆研究
の推進にとって、電子ＤＢの環境整備も急務である。 
 
２．研究の目的 
六国史が順次編纂された 8 世紀から 9 世紀の日本における文筆（いわゆる文学作品に限定せ

ず、行政文書や仏教関係のテキストも含めた書かれたものの総体）の流れを、具体的なテキス
トの分析を通して跡付けることを目的とする。現在はまだ充分とはいえない日本漢文の電子テ
キスト化を進め、そのデータベースを駆使し、歴史・思想史など関連諸分野の研究者との共同
によるテキストの読解作業（語彙、踏まえる典拠、表現方法等の分析）を試み、近世期の研究
者による考証の成果をも積極的に取り込みつつ、用例の実証的な分析に基づいて、約 200 年間
の日本の文筆の位置づけと評価を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究で実施した事業を、簡潔に箇条書き的に列挙するならば、次のとおりであった。 

１）六国史時代に成立した日本の各種文献の電子テキスト化を進める。 
２）上記ＤＢを駆使しつつ、特に重要と思われるテキストに対して、注釈を作成する 
３）『六国史時代日本漢語集成』を編集する。 
４）国学者手沢の諸版本への書込みを中心に、近世における六国史時代に関する文献の調査を
行い、基本的な情報を把握・報告する。 
以上の事柄を相互に関連させながら実現するために、早稲田大学日本古典籍研究所の組織力

を活用しつつ、研究を推進する。 
 
４．研究成果 
『日本書紀』にはじまる六国史が編纂された時代（８世紀～９世紀）、日本で漢字を用いた表

現活動が、どのように展開したか、総合的に把握しようとする研究。本研究で得られた主な成
果は、以下のとおりである。 
１）『早稲田大学日本古典籍研究所年報』を期間中毎年１号ずつ刊行した。誌上において、８世
紀～９世紀に渤海国との外交に際して取り交わされた外交文書（渤海使関係文筆資料）の注釈、
８世紀に成立した現存最古の日本漢詩集『懐風藻』の注釈の一部、関係者による論文を掲載し



た。注釈を施した具体的なテキストは以下のとおりである。 
・渤海使関係文筆資料 
『続日本紀』神亀５年正月甲寅条「渤海王（武藝）啓」（担当：高松寿夫） 
同神亀５年４月壬午条「聖武天皇璽書」（担当：柳川響） 
同天平１１年２月戊辰条「渤海王（欽茂）啓」（担当：河野貴美子） 
同天平勝宝５年６月丁丑条「孝謙天皇璽書」（担当：木下綾子） 
同天平宝字３年２月戊戌条「淳仁天皇書」（担当：石丸純一） 
同天平宝字３年１０月辛亥条「渤海国中台省牒」（担当：城崎陽子） 
同宝亀３年２月己卯条「光仁天皇書」（担当：田村航） 
同宝亀８年５月癸酉条「慰労詔書」「弔喪書」（担当：廖栄発） 
同宝亀１０年９月庚辰条「光仁天皇勅」他（担当：笹川勲） 
延暦１５年４月２７日「渤海王（嵩璘）啓」他（『類聚国史』巻１９３）（担当：川村卓也） 
延暦１５年５月１７日「桓武天皇璽書」（『類聚国史』巻１９３）（担当：塩村翔） 

『日本後紀』延暦１５年１０月己未条「渤海王（嵩璘）啓」（担当：崔鵬偉） 
延暦１５年１０月１５日「群臣上表」「桓武天皇詔」（『類聚国史』巻１９３）（担当：高大河） 
延暦１７年５月１９日「桓武天皇璽書」（『類聚国史』巻１９３）（担当：林宇） 
延暦１７年１２月２７日「渤海王（嵩璘）啓」（『類聚国史』巻１９３）（担当：高松寿夫） 

『日本後紀』延暦１８年４月己丑条「桓武天皇璽書」（担当：柳川響） 
同延暦１８年９月辛酉条「渤海王（嵩璘）啓」（担当：楽曲） 
同弘仁元年９月丙寅条「渤海王（元瑜）啓」（担当：奥田唯花） 

・懐風藻 
河島皇子「山斎」（担当：井実充史） 
大津皇子「春苑言宴」（担当：土佐朋子） 
釈智蔵「翫花鶯」（担当：荒川聡美） 
中臣大島「山斎」（担当：顧姍姍） 
大神高市麻呂「従駕 応詔」（担当：高橋憲子） 
采女比良夫「春日侍宴 応詔」（担当：高松寿夫） 
大伴旅人「初春侍宴」（担当：李満紅） 
藤原総前「侍宴」（担当：梁奕華） 

 渤海使関係文筆資料は、８世紀前半から９世紀初頭にかけての外交文書に対する注釈である。
従来、歴史資料としては注目されてきたテキスト群であるが、この時代の日本を含めた東アジ
ア世界の文筆の実態をうかがわせる資料として注目し、それぞれの語や表現の背後に存在する、
知の蓄積や言語習慣に思いを致しつつ、詳細な読解を試みた。注釈は、ほぼ隔月で開催してき
た研究会での検討に基づくが、その研究会は現在も継続中であり、今後もしばらく、年報に注
釈の連載を続けて行く予定である。 
『懐風藻』には、すでに少なからぬ注釈が存在するが、作者たちがなにによって表現を創り出

しているかを、なるべく具体的に跡付けるため、用例の掲出に充分な配慮を用いた。新しい『懐
風藻』注釈の方向性が示せたものと考えており、今後、全注釈の刊行を目指して、注釈作業を
進めて行く。 
２）『日本詩紀』『古京遺文』『寧楽遺文』等の電子データ化を行った。いずれの文献も、本研究
が対象とする時代にとって重要な文献であり、かつ、いまだ電子データとしては提供されてい
ないものである。これらの文献の電子検索が可能となれば、関係する学術研究に資するものが
大きいと考えられる。現在、『日本詩紀』については、Ｗｅｂ上でのオンライン検索を模索して
おり、関係機関と検討中である。 
３）研究代表者・分担研究者は、様々な媒体を通じて論文の公表、研究発表や講演等の口頭報
告を行った。研究代表者の主な論文成果の概要を以下に掲示する（掲載誌等の情報は後掲〔雑
誌論文〕等の項参照。 
・「唐僧恵雲の生物学講義―『妙法蓮華経釈文』所引「恵雲云」の言説」 

鑑真とともに来朝したと考えられる唐僧・恵雲の、これまでに知られていなかった『法華経』
の注釈言説を見出し、そのかなりユニークな内容について紹介した。 

・「『日本書紀』の「孝」―「孝」をめぐる歴史叙述―」 
『日本書紀』に現れる「孝」に関する言説を検討し、それがまず天皇の資質に関わる価値観
としてあったこと、漢籍渡来以前→漢籍渡来後→非天皇言説と段階を設定して記述されてい
ること、そして『日本書紀』編纂当時の「孝」言説とも明らかに異なる歴史段階を描こうと
していることを指摘した。 

・「懐風藻詩の表現から文化の共有圏をうかがう―二つの「春日応詔」詩を例に―」 
「春日応詔」題を共有する同時代の漢詩２篇をとりあげ、同題（おそらくは同時詠）であっ
ても異なる表現志向が認められる一方で、共通する知的状況性も確認できること、ほぼ同時
代の唐の動向も敏感に受容していることを指摘した。 

・「『続日本紀』に関わる二つの上表文から編纂者の文筆をうかがう」 
『日本後紀』『類聚国史』に掲載の『続日本紀』編纂に関わる上表文２つを対象に、それらが
踏まえる典拠を詳細に検討した。従来見過ごされてきた本文校訂上の問題点も指摘した。 

・「『日本書紀』「推古天皇紀」に見える外交文書」 



『日本書紀』推古天皇１６年８月１６日条に掲載の唐皇（隋煬帝）親書と、それに対する天
皇の返書（同年９月５日条掲載）を対象に、それぞれの文書の表現類型・語彙から、いずれ
も実際に取り交わされた当時の書信の文面をほぼそのまま記録したものと認めてよいこと
を実証した。 
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